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校長 髙橋 斉 殿 

 

学校関係者評価委員会 

委員長 長山 慎太郎 

 

 

学校関係者評価委員会実施報告 

 

2023年度学校関係者評価について、下記のとおり評価結果を報告します。 

 

 

記 

 

１ 学校関係者評価委員 

① 長山 慎太郎 （有限会社ヒューマンカウンシル 代表） 

② 大内 美寿穂 （第 8期卒業生） 

③ 齊藤 亜希  （学校法人 三幸学園 

飛鳥未来きずな高等学校 お茶の水キャンパス 教頭） 

 

２ 学校関係者評価委員会の開催状況 

 2024年 6月 13日（会場 東京スイーツ＆カフェ専門学校 図書室） 

 

３ 学校関係者委員会報告 

 以下「自己評価・学校関係者評価報告書」に学校関係者評価委員会コメントとして記載 

 

以上 
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2023年度 学校法人 三幸学園 東京スイーツ＆カフェ専門学校 

 自己評価ならびに学校関係者評価報告書 
 

自己評価報告責任者 ： 副校長 和田 忍 

学校関係者評価報告責任者 ： 学校関係者評価委員会委員長 長山 慎太郎 

 

 

1. 学校の教育目標 

学園のビジョン「人を活かし、日本をそして世界を明るく元気にする」、ミッション「人を活かし、困難を希望に変える」

のもと、製菓・調理分野の学校として「美味しくてかわいいスイーツと・カフェを通じて日本を明るく元気にする」という

ビジョンを掲げている。 

また「技能と心の調和」を教育理念とし「素直な心、感謝の気持ち、高い意欲を持ち続け、自ら考え、自ら行動する

ことで、社会に貢献する人材」、製菓・調理分野として「美味しくてかわいいスイーツ・カフェを通じて、時間と空間を

トータルプロデュースし、人の心を豊かにする人材を育成する（全ては、お客様の笑顔とありがとうのために）人物像

とし、専門学校として社会・業界に求められる人材の育成を進めている。 

   

２. 前年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画 

 

① 前年度重点施策振り返り 

１．生徒教育（教務）の継続と強化 

→人間力（マナー・モラル、挨拶やリアクション等）を磨く・自律・技術取得の 3 つの観点を継続的に取り組むこ

とで、愛される人材へと近づくと考え、定期的な発信による浸透と掲示物からの雰囲気作りに努めた。学校とし

ても大事にしているところでもあり、2021年度から強化してきた。2023年度も普段の学校生活でも変化が見ら

れ、浸透し、学校の雰囲気（風土）が作られていると感じるようになった。 

 

２．退学率の低減への取り組み・就職支援（在学・卒業後）・資格検定の合格率向上 

  →入学前と入学後のギャップをなくすよう広報活動と教務活動を連動させることを意識し、普段の学校生活を

見聞きしてもらうよう、在校生に協力を仰いだ。また、衛生管理を徹底し、安心して学習できる環境提供と理解

を求め、教育活動を提供した。結果、学校生活や授業での学び、そして行事の生徒満足度は向上したが、やむ

を得ない理由での退学が目立ち、退学者の低減にはつなげなれなかった。資格・検定においては友人同士で

切磋琢磨する姿もあり、合格率は昨年度と比べ向上。さらに、求人件数・採用数も多く、手厚い就職支援と指導

を行った結果、昨年以上の就職決定率となった。 

 

３．課外活動の再開と経験学習の強化 

  →昨年度実施した行事や産学連携内容を継続しつつ、実施回数を増やして実施できた。普段の授業と連動で

きるところあり、経験・実践できる場を提供できたことで、生徒満足度は高い数字となった。産学連携に関して

も提案したレシピが商品化されたこともあり、生徒への教育効果は非常に高かったと感じた。 
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② 学校関係者評価委員会コメント 

長山委員：概ね昨年度を踏まえて取り組まれている様子は伺える。学校教育と同様、企業側でもエントランス（入

口）のマネジメントをしっかりしようという所が増えている。採用する時点で、感動の創造をしているが、入り

口の部分でよい面ばかり伝えてしまうとギャップを感じ退職率が増えている傾向にある。入職して継続し

て働くためには両面伝えていく必要がある。良い面も悪い面も伝えていく必要があり、企業でもエントラン

スをしっかりしていく必要があると感じる。 

 

齋藤委員：昨年度同様に、分野関係なく高校の卒業生が多数お世話になっているが、本校に限らず通信制の割

合がかなり増えている傾向だと耳にする。通信制高校だから「弱い・継続できない」と言われないよう、生

徒と寄り添いながら学校教育に力を入れている。人として大切な所は段階的に指導していかないといけ

ない使命感もある中、専門学校生活の様子を見聞きすると比較的頑張っている様子が確認出来ている

為、安心している。今後も継続して実施いただきたいと感じている。 

 

大内委員：実際に授業風景（店舗実習）を見学でき、当時を思い出すが、店舗実習は学びや気付きは多いと思っ

ている。時間などにも追われ大変なことも多いが、お客様とのやり取りなどから、やりがいを感じ、それが

退学防止になると良いと感じる。 
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３.評価項目の達成及び取組状況 

（１）教育理念・目標 

① 課題 

昨年度の課題から入学前の説明会は対面にて実施した。学校の教育方針や理念・育成人材像等、理解と共

感を得れるよう、情熱をもって伝えることができた。また、校舎内での掲示物や普段の学校生活から育成人材

像などを伝え続けることは勿論、入学前研修後の継続した指導・教育を強化し、就職対策・未来デザインプログ

ラムとも連携し、実施できたが、より深い理解と協力を得るため工夫はもっとできたと感じる。 

 

② 今後の改善方策 

入学前の説明会は対面（保護者・入学者共に参加）にて実施できたが、全体に向けた説明が中心となったため、

学科別・コース別・クラス別など、分けで実施することも検討していきたい。また、実施後のアンケートでは個別事

情・理由での相談が目立った為、個別相談の場も設定するか検討していきたい。 

 

③ 特記事項 

教職員へは定期的に三幸学園のミッション・ビジョンなど浸透させる機会（全体会議や学科教科会など）を設け、

継続的に実施している。また、保護者・生徒へは入学前の保護者説明会にて教育方針等の理解と協力を要請

している。入学前は、オープンキャンパスでの体験入学（個別相談会）・入学前オリエンテーション・保護者説明

会等を開催。入学後は、スタートアッププログラムにて、学校の理念・目的・育成人材像を周知し、そこに向かう

べく、個々の目標設定を普段の学校生活で実践している。 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

長山委員：学校の教育方針や理念・育成人材像等、理解を得られる取組みはなされていると感じる。引き続き 

保護者会含め関係各所に理解浸透を図れると良いと考える。 

 

齊藤委員：高校では昨年度同様に対面にて実施している。個別事情に合わせ対応（相談）をしているため、可

能な限り取り組んでみてはどうかと感じる。 

 

大内委員：情報提供や発信は引き続き活発に実施していただきたい。 

  

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学校の理念・目的・育成人材像は定められているか（専門分野の特性が明確になっているか） 4 

社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか 4 

学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが生徒・保護者等に周知されているか 3 

各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界のニーズに向けて方向づけられているか 4 
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（２）学校運営 

① 課題 

運営組織・役割が明確化されおり、スピード感を持って対応出来ているが、まだ意思決定までに多少のタイムラ

グがある。情報システムツールをより活用し、業務の効率をアップさせ、タイムラグをなくす必要があると感じる。

また、進捗の報告・連絡は出来ているが、相談が不足しているように感じる。 

 

② 今後の改善方策 

 「何のために、誰のために実施しているか」の根本を忘れず、管理・確認責任者と担当者との間で、出来るだけ権

限移譲をし、シンプルに分かりやすくしたい。また、毎週の会議と各校務の打合せで案件の挙げ方、時間の使い

方を提示することでタイムラグを解消し、相談（討議事項）を増やしていきたい。 

 

③ 特記事項 

期末、期首毎の全教職員を対象とした会議、各コースの教員教科会、上長や先輩教職員と後輩教職員のＯＪ

Ｔトレーニングなどを実施しており、意識の統一や情報の共有、各メンバーのスキルアップなどに注力している。

また教職員への案内はタイムリーな情報提供・ペーパーレス化を目的とし、Microsoft Teams・Sanko Gateにて

実施している。システム化されているものとしては出退勤時間の入力、経費精算システムでの申告、給与明細

の電子化などが挙げられる。 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

長山委員：コミュニケーションツールの活用（情報を見ている・見ていないが分かる機能）は進んでいると感じる。

ただ、WEBでのコミュニケーションも必要だが、やはり対面でしっかり伝え、話し合う場も必要と感じる。 

 

齊藤委員：高校でも情報共有ツールを頻繁に活用しているが、タイムラグ・情報伝達漏れがないように発信後、

必要に応じ声を掛けることも意識し取り組んでいる。 

 

大内委員：在学中を振り返ると、既に決まっていることは早期に案内していただきたいと感じたこともあった。情報

共有ツール・掲示物・口頭で伝えることなど、ツールを上手く活用し、使い分け工夫していただきたい。 

  

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

目的等に沿った運営方針が策定されているか 4 

事業計画に沿った運営方針が策定されているか 4 

運営組織や意志決定機能は、規則等において明確化されているか、有効に機能しているか 3 

人事、給与に関する制度は整備されているか 4 

教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備されているか 4 

業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか 4 

教育活動に関する情報公開が適切になされているか 4 

情報システム化等による業務の効率化が図られているか 3 
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（３）教育活動 

① 課題 

教員研修・指導力向上研修等を実施しているが、多様化する指導（個別）が増えている状況から、人材育成目

標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を増やしていく必要があると感じる。また、外部講師招聘後、

意見交換（評価含む）をする場を設けることも必要であると感じる。 

 

② 今後の改善方策 

教科会等で研修内容や指導方法を意見交換する際に、人員増の必要性を伝え、採用活動を強化している旨

を共有し、協力を要請していきたい。また、外部講師を招聘した際は、取り組んでいる教育活動に関して意見を

伺う場を設けていきたい。その上で、授業アンケートを活用し、個々のスキルと質向上を図っていきたい。 

 

③ 特記事項 

年 2～3 回の教員研修、授業見学週間の設定等、授業や指導力向上に向けて取り組んでいる。また、前後期

ともに教員の授業力（専門性・実践力）を向上させ、生徒の授業に対する満足度を高めることを目的とした「授

業の進め方アンケート」を実施し、副校長や担任指導者よりその結果を教科担当者にフィードバックをし、改善に

つなげている。引き続き、産学連携や地域貢献への取り組みを行い、実践的な活動を多く行う予定である。 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか 4 

目標の設定として、教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた教育機関としての修業年限に

対応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか 
4 

学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか 4 

キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリュキュラムや教育方法の工夫・開発などが実施さ

れているか 
4 

関連分野の企業・関係施設等、業界団体等との連携により、カリキュラムの作成・見直し等が行われて

いるか 
4 

関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシップ、実技・実習等）が体系的に位

置づけられているか 
4 

授業評価の実施･評価体制はあるか 4 

職業に関する外部関係者からの評価を取り入れているか 3 

成績評価・単位認定の基準は明確になっているか 4 

資格（免許）取得の指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけはあるか 4 

人材育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保し、組織できているか 4 

関連分野における業界等との連携において優れた教員（本務・兼務含め）の提供先を確保するなどマ

ネジメントが行われているか 
3 

関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や教員の指導力育成など資質向上

のための取組が行われているか 
4 

職員の能力開発のための研修等が行われているか 4 
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④ 学校関係者評価委員会コメント 

齊藤委員：多様化している生徒たちであっても、保護者や生徒は「変わりたい」という気持ちである。よって、段階

的指導は有難く、選べる機会の提供は、今の生徒には魅力的に感じる。教員研修・指導力向上研修

等を通じ、参考に出来ることを積極的に取り入れていただきたい。 

 

長山委員：教育活動については概ね問題ないと感じる。ただ昨今、朝早いお店（業務）は嫌だ。という相談が増

えているため、やりがいや仕事の楽しさを伝えていく必要がある。なぜその職業を選びどんな時にやり

がいを感じるかを紐解いてあげる事で、納得させてあげることが必要と感じる。 

 

大内委員：教員や講師間同士で連携を図っている面も垣間見れるため、引き続き課題に対し取り組んでいただ

きたい。 
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（４）学修成果 

① 課題 

個別事情に合わせられる教務（支援）を強化する必要があると感じる。また、安定した求人票と採用枠の確保を

するために企業様への働きかけや姉妹校間の情報共有を強化することも必要と考える。資格試験合格率の更

なる向上と退学率低減の継続、ならびに卒業後状況の把握は今後も課題である。 

 

② 今後の改善方策 

個別事情に合わせつつ、保護者との連携を強化しつつ、生徒情報の共有は早期に行い、必要に応じスクール

カウンセラーへ相談する機会を増やし退学率低減につとめていきたい。また、企業訪問等積極的アプローチを

進めていくことと、求人情報を優先的にいただけるよう関係構築に力を入れ、求人情報はタイムリーに在校生へ

開示するため「キャリアナビ」の運用を加速していきたい。資格試験合格率の更なる向上を目指し、生徒への動

機づけの強化（取得に向けて強い意志を持たせる心の醸成）と対策の創意工夫を例年以上に進めていきたい。 

 

③ 特記事項 

数多くの企業様が来校し、学内企業説明会を開催しているが、この期間以外でも積極的に学内にて企業説明

会を開催している。 

卒業生向け同窓会サイト「Sanko Link」のＨＰ及び Instagramの活用や支援の取り組みを実践している。 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

長山委員：各企業でも心の面が課題として挙がっており、相談が増えている。コロナで人と接していない時間があ

ったため、コミュニケーションが難しいなど推察しているが、就職試験（活動含む）で、不合格なったとこ

とで立ち直れない生徒もいると聞く。指導の一環で今までは伝えてたことも伝えられなくなっているため、

どこまで向き合えばいいかが難しく、相談も多い。企業との連携を図り適切に、生徒へタイムリーに情報

を開示していただきたい。 

 

齊藤委員：高校でもスクールカウンセラーへの相談の機会は増えている。学校生活での授業や実習などの他に、

行事やコンテストなど実施し、経験学習ができる場を増やすことで、就職後に活かせると感じる。 

 

大内委員：一部改善傾向でもあるため、引き続き、退学率の低減に努めていただきたい。 

  

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

就職率の向上が図られているか 4 

資格（免許）取得率の向上が図られているか 4 

退学率の低減が図られているか 3 

卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか 3 

卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用されているか 3 
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（５）学生支援 

① 課題 

個別事情や精神的な配慮が必要だと感じる学生が目立つため、生徒の状況によりスクールカウンセラーやスク

ールソーシャルワーカーへの協力要請を一層強化する必要があると感じる。また、卒業生の就職状況の把握と

キャリア支援、中途退学者への支援体制も検討していく必要がある。 

 

② 今後の改善方策 

定期的に教職員向け勉強会（研修の場）を設けて行きたい。また、生徒状況の共有など、教職員間の情報共

有・情報開示を多くし、多くの大人が生徒に関われるようにしていきたい。 

自主練習（LABO）や、商品開発プロジェクト、特別ゼミを開催し、生徒の実践力を向上できる場を増やすことで、

学習意欲を高め、学校生活の充実ややりがいに繋げていきたい。 

在籍時より卒業生向け同窓会サイト「Sanko Link」の告知を強化し、このサイトを有効活用していきたい。 

 

③ 特記事項 

生徒の経済的側面に対する支援体制として、奨学金や各種教育ローンを案内している。 

学生の生活環境への支援としては、提携している寮等の案内がある。 

高校との連携では、職業紹介のガイダンス等で協力を行っている。 

退学者に対するアンケートを実施し、今後の学校運営に役立てている。 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

長山委員：様子を見聞きする限り、学生教育・支援に自信をもって指導しても良いと感じる。 

 

大内委員：就職支援体制は整っていると感じる。引き続き適切にお願いしたい。 

 

  

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

進路・就職に関する支援体制は整備されているか 4 

学生相談に関する体制は整備されているか 4 

学生の経済的側面に対する支援体制は整備されているか 4 

学生の健康管理を担う組織体制はあるか 4 

課外活動に対する支援体制は整備されているか 4 

学生の生活環境への支援は行われているか 4 

保護者と適切に連携しているか 4 

卒業生への支援体制はあるか 3 

中途退学者への支援体制はあるか 3 

社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか 4 

高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取組が行われているか 3 
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（６）教育環境 

① 課題 

建物（機器含む）の老朽化もあり、機器の入替や環境の整備を進めているが、今後も不具合が生じた場合は、

教育環境を整える為、早期に対応する体制を整えていく必要がある。また、災害を想定した避難訓練の内容の

見直しと、教員の避難訓練の実施と意識の強化をする必要がある。 

 

② 今後の改善方策 

施設担当以外でも学習環境の改善意識を高められるよう発信していきたい。また、教職員全員による避難訓練

を実施し、実際の導線の体験・確認を行っていきたい。万が一の事態に備え避難経路の確保については常日

頃から点検を行い、避難経路の清掃に務めたい。ホームルーム等にて生徒へ避難訓練の意義や必要性の案

内を継続したい。 

 

③ 特記事項 

2021 年度に校舎の大規模改修工事を実施。2024 年度全実習室の冷凍・冷蔵庫の入替をしている為、現状

目立った不具合は生じていない。 

企業と連携をし、現場が求めている人物像をキャッチし、インターンシップ前の指導及び終了後の指導・アドバイ

スなど事後指導の実施をして、卒業後に現場で活躍できる人材を育成する。 

防災・安全管理において、非常食・飲料水などの備蓄品や職員室内の防災用品を最低限設置している。 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

齊藤委員：例年通り高校でも安全管理については強化しており、始業式や終業式などで全体へ周知している。 

また万が一に備え、日頃から告知・掲示をしている。御校でも引き続き適切に周知案内をしていただ

きたい。 

 

長山委員：安全面に関しては概ね取り組まれていると感じる。引き続き、防犯・安全管理の実施を継続いただき

たい。 

 

  

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか 4 

学内外の実習施設,インターンシップ,海外研修等について十分な教育体制を整備しているか 4 

防災・安全管理に対する体制は整備されているか 3 
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（７）学生の受入れ募集 

① 課題 

東京都や専修学校各種学校のガイドライン等に沿って適切に行っているため、特に大きな課題はない。引き続き、

高校側に対して本校の学校教育にご理解をいただき、業界や専門学校の状況を知っていただくよう努める。 

 

② 今後の改善方策 

 なし 

 

③ 特記事項 

高等学校の特別授業等で業界の魅力を伝える活動を行っている。 

入学前のイメージと入学後のギャップを持たない情報伝達に努めている。 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

長山委員：募集活動は適切に行われていると感じる。引き続き規程に沿った募集活動を続けていただきたい。 

 

齊藤委員：誤解を招くような募集活動は見られない。高校生にとって将来を左右する学校選びに是非協力 

いただきたい。 

 

大内委員：「安心してこの学校なら通える」と思ってもらえるよう、引き続き、実際の学校生活や様子を伝えてい

っていただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学生募集活動は、適正に行われているか 4 

学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか 4 

入学選考は、適性に行われているか 4 

学納金は妥当なものとなっているか 4 
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（８）財務 

① 課題 

【中長期計画】 

なし 

 

【予算・収支計画】 

なし 

 

【会計監査】 

なし 

 

【財務情報の公開】 

なし 

 

② 今後の改善方法 

【中期計画】 

今期は第 3次中期計画（2023年度～2027年度）の初年度であり、ホームページ上に公開している。 

今後は当該計画の達成状況等についても公開予定である。 

 

【財務情報の公開】 

なし 

 

③ 特記事項 

なし 

 

➃ 学校関係者評価委員会コメント 

 特になし 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか 4 

予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか 4 

財務について会計監査が適正に行われているか 4 

財務情報公開の体制整備はできているか 4 
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（９）法令等の遵守 

① 課題 

個人情報の取り扱いやコンプライアンスの遵守について理解・継続する必要がある。 

時間外労働については、より一層改善する必要がある。 

 

② 今後の改善方策 

会議や掲示等を通じて、全ての教職員が法令遵守に対し継続的に啓蒙活動を行っていきたい。 

引き続き、業務効率化や適材適所の采配から業務負担を軽減すると共に個々の業務スキルアップに向け、研

修を実施していきたい。 

有給休暇の取得やフレックス制度の積極的な実施を促していきたい。 

 

③ 特記事項 

在学生に対しては、初回のホームルームにおいて、「学生便覧」を配布し、学修に関する諸手続、学生生活、喫

煙等について、法令遵守の視点から周知している。また、在学生に対してはホームルームや授業にて、インター

ネット利用の注意点を継続的に伝えている。 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

齊藤委員：高校で個人情報の取り扱いやコンプライアンス遵守に取り組んでいる。御校でも日々継続的な啓蒙

活動に取り組んでいただきたい。また、フレックス勤務や在宅ワークを推奨している。在校生に支障の

ない範囲で進めていただきたい。 

 

長山委員：個人情報の取り扱いやコンプライアンスの遵守については企業や他校も大きな問題・課題と捉え、意

識し取り組んでいる。引き続き適切に対応するよう努めていただきたい。 

 

 

  

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

関係法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか 4 

個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか 4 

自己評価の実施と問題点の改善に努めているか 4 

自己評価結果を公開しているか 4 
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（１０）社会貢献・地域貢献 

① 課題 

地域貢献活動の目的や教育効果を考えると、これまで以上に積極的に参加していく必要がある。 

 

② 今後の改善方策 

積極的に地域貢献活動へ参加・提案をしていきたい。また、地域貢献の為の講座を開催し、学校にご来校いた

だく事で地域との連携をしていきたいと考えている。 

 

③ 特記事項 

地域への日頃の感謝と卒業生に対して「教員による店舗販売」を実施した年もある。 

近隣にある通信制高校の進路発見の一部である体験授業への講師派遣を行っている。 

小中学校から職業体験の場を提案・要請を受け、積極的に受入をしている。 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

長山委員：業界の発展のためにも、求められることは是非積極的に取り組んでいただきたい。 

 

齊藤委員：学園の姉妹校と共に実施した地域貢献活動は好評であると聞いた。今年は高校も参画させてもらう

ため、非常に楽しみにしている。 

 

大内委員：卒業生も絡め、地域貢献活動を計画しているとも聞く為、楽しみである。在校生への学びの場となる

場が創出できるよう、努めていただきたい。 

 

  

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか 4 

生徒のボランティア活動を奨励、支援しているか 3 

地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の受託等を積極的に実施しているか 3 
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（１１）国際交流（必要に応じて） 

① 課題 

入国制限の緩和から留学生に対する受け入れ体制の強化は継続的に実施していきたい。また、就職先の確保

を一層強化していきたい。 

 

② 今後の改善方策 

留学生サポートセンター（同法人内部署）と姉妹校である日本語学校との連携を強め、就職先の確保に努めて

いきたい。また、留学生指導に関わる教員の知識向上も図っていきたい。 

 

③ 特記事項 

なし 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

長山委員：留学生の入学者が増加傾向と聞く。留学生サポートセンターと連携し、引き続き受入体制・支援体

制は整えておくようにしていただきたい。 

 

齊藤委員：日本語学校への入学者も増えていると聞く。引き続き、進学先として学校教育や受入体制は適切に

整えていただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

留学生の受入れ・派遣について戦略を持って国際交流を行っているか 3 

受入れ・派遣、在席管理等において適切な手続き等がとられているか 4 

学習成果が国内外で評価される取組を行っているか 3 

学内で適切な体制が整備されているか 4 
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４. 学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

 

自己評価の結果は概ね問題ないと感じている。 

１年間を総合的に振り返ると、各種アンケート数値（生徒満足度・教職員への評価）や、資格検定取得率アップ、

就職率向上など、結果が出せたと言えるが、多様化する生徒指導・支援を求められることが昨今。対応方法や工

夫には課題感が残る。2023 年度の良い部分を踏襲し、自己評価を基に細部までしっかりと点検・確認し、地域や

業界から必要とされる人材を輩出する学校になるために課題を把握し、学校運営をしていく必要がある。 

 

2024 年度も引き続き、下記を取り組んでいくが、学園のミッション・ビジョン実現と製菓・調理分野のビジョンや教育

理念、そして人材育成像の実現に向け一層取り組み、多くの方に理解・浸透が図れるよう努め、社会人として当た

り前のことを当たり前にできるよう「基本に忠実に、継続する」ことを念頭に普段の学校生活から「習慣化」させる。

その為に普段の学校生活の過ごし方を見直し、自己実現のため、学ぶ環境の風土・雰囲気作りをし、学校としての

存在価値を高めていきたい。 

 

１．生徒教育（教務）の継続と強化 

人間力（マナー・モラル、挨拶やリアクション等）を磨く、自律、技術取得の 3つの観点 

２．退学率の低減（広報活動と教務活動連動）への取り組み・就職支援（在学・卒業後）・資格検定の合格率向上

に向け、質を高めていく 

３．課外活動や地域貢献活動の強化、質の向上と存在価値を高める 

 


